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取り組み実績

2010

こんな取り組みをしています!

家族や親しい人と、竹宵の炎をみつめながら日頃を暮らしを見つめ直しました。

優秀作品を投票で決める竹宵コンテスト

 in 南信州

●連絡先
百万人のキャンドルナイト in 南信州
実行委員会 事務局：NPO法人南信州おひさま進歩
〒395-0034 長野県飯田市本町2-15いとうや３Ｆ
TEL.0265-24-4821
FAX.0265-56-3712
http://takeyoi.maika.in/index.html

長野県 飯田市

百万人のキャンドルナイト in 南信州 実行委員会

※（財）産業創造研究所「平成９年度 家庭設置型小規
模分散型エネルギーシステムに関する調査報告書」（平
成10年3月より）A宅4人家族、中間地（極端な寒冷、
熱帯でない温暖な地域；関東、関西、中部等）22時～
24時の使用量=2kWから推計

(

◆飯田市の気温はどう変化したのか？ ◆その結果どんな影響が出ているのか？

南アルプスのお花畑などで
ニホンジカの爆発的増加

名産の市田柿のカビ対策に
冷蔵庫が必要となる

リンゴの色づきが悪くなる

以前には見られなかった
ツマグロヒョウモン蝶や
アオサギの繁殖

朝晩の冷え込みがゆるくなった

これまで使う必要
のなかった冷蔵庫
が必需品
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▲

ここ数十年で35℃以上の割合が増えている

▲

80年前より冬日は1割程度減っている

▲

最高気温よりも最低気温が上昇

主催：100万人のキャンドルナイトin南信州実行委員会

素敵な音楽が鳴り響き竹宵の灯りが幻想的なりんご並木をゆっくり歩く・・・

恋人とデートに
家族でたまには外食に仲間たちとの語り合いに大切な人とすごす・・・

ロマンチックな丘の上に出かけよう

平均気温が100年で

約1.3度上昇！飯田市の平均気温の推移

21世紀末の飯田市は……
このままだと

平均気温 19.2度
最悪のケース

いまの鹿児島市
18.3度

いまの種子島
19.6度

でんきを消して
スローな夜を

竹宵とは？
竹を切って中にろうそくを灯し、ぬくもりあるやさし

い明かりを楽しみます。

竹宵まつりで使った竹は約5,000本。飯田市内には放置された

竹林が多く、おまつりで使う竹を伐りだすことで、竹林を整備。

また、里山の現状を考える機会にもなりました。

約 5,000人が参加 

竹宵まつり　百万人のキャドルナイトin南信州

2009年6月6日

約7.5トン の
CO2削減！

①環境モデル都市にふさわしい
　環境イベントの創設

●地域に影響力のある飯田の象徴的な場所で実施

②飯田のシンボル「りんご並木」で開催

●竹宵をいかにきれいに飾り付けたかを

　競う楽しいコンテストを開催

●興味をひかせる伝え方も工夫

③特産の竹を活用した楽しい
　市民参加型イベントの工夫

●廃ロウソクの優先使用

●竹宵づくりの端材や、使用済みの竹宵は竹炭にして使用

●「フードマイレージ・ゼロ市」で、地産地消を呼びかけ

●音楽ステージやレストランではグリーン電力を使用、等々

④環境配慮型のゼロエミッション
　のイベントを追及

●市民、NPO、まちづくり団体、地域メディア

　等が実行委員会に参加

⑤多様な主体の参加により
　街のにぎわいを

実
行
委
員
会

※

「竹宵づくり」や「キャンドルづくり」の
ワークショップも開催しました。

た　け よ　い

おしゃれに！
かっこよく！

おしゃれに！
かっこよく！

鹿児島県
まで南下！

イベントの理念イベントの理念

1980年代まで近畿
地方以西でしか見ら
れなかったツマグロ
ヒョウモン蝶

イベント実施の前提として確認したことイベント実施の前提として確認したこと

竹宵まつり
百万人のキャンドルナイト

電灯を消すことで
日頃いかに電気を

使用しているのかを実感！
環境のこと、家族のことを
あらためて考えました。

　飯田市が「環境モデル都市」に選定されたことを
記念し、2009 年初めて開催されました。市内に点
在する手入れされていない竹林の竹で灯ろうを作
り、中心市街地の電灯を 2 時間にわたって消灯す
るキャンドルナイトを実施。使用済みろうそくの
利用、使用後の竹の竹炭への再活用、ゴミゼロの呼
びかけなど、イベント全体で環境に配慮したゼロ
エミッションを追求しました。

毎年夏至と冬至の日の夜、照明やライトをすべて消してろうそくの静かな明かりの中で

過ごそうという2003年より始まった試み。温暖化に伴う地域の環境変化を皆で考え、今

までの暮らし方を見直す機会として各地で工夫を凝らした取り組みがなされています。

百万人のキャンドルナイトとは？

＊30の団体・グループが実行委員会を結成し、
　それぞれ得意分野を発揮し、イベント実施
＊地元企業から当日ボランティアの派遣
＊金融機関など 12社から協賛金


